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伊豆の国市メール配信サービスでは、同報無線の放送内容や防災・生活情報を、
登録した皆さんのスマートフォンや携帯電話、パソコンなどに配信しています。
　今回、リニューアルに伴い、配信情報を追加しました。災害への備えや生活
の情報源として、ぜひご登録ください。

伊豆の国市メール配信サービスが
リニューアルします

登録用メールアドレス（izunokuni-entry@tokyoanpi.sbs-infosys.com）
に空メールを送信してください。

※ 既に登録している人で、配信情報を追加した
い場合は、新規登録時と同様に空メールを送
信し、手続きしてください。

●メール配信サービスに登録するには

メール配信サービス
登録用メールアドレス

●配信する情報（5月 1日現在）
大分類 中分類 内容

防災情報

気象情報 伊豆の国市における警報情報、記録的短時間大雨情報、土砂災害
警戒情報、洪水予報

地震情報 南海トラフ地震に関する情報
伊豆地方に震度 4以上の地震が発生した場合

火山情報

富士山、伊豆東部火山群の情報
噴火速報、噴火警報（噴火警報レベル 3以上）
南海トラフ地震臨時情報（南海トラフ沿いに異常な現象が観測さ
れた場合）

火災情報 伊豆の国市および近隣市町（伊豆市、函南町）の火災情報

国民保護情報 弾道ミサイル攻撃に係る警報や武力攻撃などの国民保護に関する
情報

イベント情報 イベント情報 市内で開催される各イベントの情報（随時配信）

生活情報
生活情報 市民生活に関する情報（随時配信）

行方不明情報 行方不明者に関する情報（随時配信）

※下線部分は、今回から新たに追加する情報です。
※防災情報を登録すると、「南海トラフ地震臨時情報」も受信できるようになります。

@izunokunicity

市公式 LINE アカウント
からも情報を取得できます

わが家の専門家診断（無料）

補強計画の作成及び補強工事の実施

耐震シェルター・防災ベッドの設置

　事業に要する費用の 8割と 100 万円（高齢者
のみが居住する住宅などは 120 万円）を比較し
て、いずれか少ない額。
※ 新型コロナウイルス感染症対策により在宅
避難促進の条件を満たした住宅には、補助
額 15 万円を上乗せします。

補助額／

事業に要する費用の 5割とそれぞれの補助上
限金額（耐震シェルター：125,000 円、防災ベッ
ド：150,000 円）を比較し、いずれか少ない額。
※住宅の１階部分への設置となります。
※ 耐震シェルターの設置については、65 歳以
上の高齢者のみで構成されている世帯もし
くは避難行動要支援者名簿に記載された避
難行動要支援者のいる世帯が住む住宅であ
ることが必要です。

補助額／

　地震は、大雨や台風とは違い、備える時間もなく突如発生します。そ
のため、常日頃の備えや準備が重要となります。大きな被害の発生を防
ぐために、事前に身の回りを確認して、安全対策をしておきましょう。

災害から身を守る
地震に備えよう

問 危機管理課　☎ 055-948-1482 問 危機管理課　☎ 055-948-1482

●プロジェクト「TOUKAI-0」が終了します！耐震対策はお早めに！
　市では、国や県と協力して推進している木造住宅の耐震化を図る
プロジェクト「TOUKAI（東海・倒壊）- ０（ゼロ）」の一環として、耐震
補強計画・補強工事の費用、耐震シェルター・防災ベッド設置の費
用を補助します。
　ただし、無料の専門家診断は令和 6年度まで、耐震補強計画・補
強工事の補助は令和 7年度までで終了します。耐震化を検討してい
る人は、お早めにご相談ください。
対 象／市内にある昭和56年5月31日以前に建てられた木造住宅で、
居住のために継続して利用している住宅（空き家・別荘は除く）

　地震による負傷の 3割～ 5割は、家具類の転倒
や落下によるものです。転倒・落下した家具につ
まづいたり、家具が倒れた時に割れた食器やガラ
スなどが負傷原因となり、大変危険です。
　市では、65 歳以上の人のみで構成されている
世帯などに、1世帯につき 6台まで、家庭内家具
の固定を無料で実施しています。

●ブロック塀などの撤去・改善

詳細は、お問い合わせください

　地震の発生時に、ブロック塀等の倒壊
や転倒による被害を防ぐため、危険性の
あるブロック塀などの撤去または改善す
る費用を補助します。

その他にも…

●家庭内家具の安全対策をしましょう！


